








（ending）は先語末語尾（preﬁnal ending）と 語末語尾（ﬁnal ending）に、 先語末 
語尾（preﬁnal ending）は、恭遜－時制－叙法の接尾辞（suﬃx）で、語末語尾は文
終結の接尾辞でなされている。
語幹（stem） + 先語末語尾（preﬁnal ending） + 語末語尾（ﬁnal ending）
［語根+使動/被動（受け身）接辞］ 恭遜－時制－叙法  終結








 ① 生越直樹他 （2000）, 『ことばの架け橋』白帝社.
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と名詞形語尾, 連結語尾などが該当する。
非終結語尾 連結語尾 ‐고, ‐나, ‐지만, ‐면서,‐거나,‐ 든지, ‐니（까）, 
‐므로, ‐어（서）, ‐느라고, ‐면, ‐거든, ‐어야, ‐면, 
‐니,　‐는데, ‐ㄴ데,　‐어서, ‐어도, ‐더라도, ‐
려고, ‐고자, ‐러,　‐도록, ‐게, ‐다가, ‐자（마자）, 
‐ㄹ수록　等
補助的連結語尾 ‐아, ‐어, ‐게, ‐지, ‐고













① ㄷ/ㄹ-不規則（T/L Irregular）: ㄷパッチムで終わる一部の動詞の中で、
母音（媒介母音'으 'を含む）から始まる文法の形態と結合する際、パッチムㄷが 
ㄹに変わることを意味する。これは動詞のみで現れる。
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日本語話者における韓国語の用言活用指導に関する一考察 １２９
ることを意味する。




活用プロセス 잇+으면 → 이으면    잇+어서 →이어서





ると、‘부르+어→ 불ㄹ+어→ 불러’のようになることである。 
該当用言 ‘르’で 終
わ る ほ と
ん ど の 用
言
動詞: 부르다（呼ぶ）, 누르다（押す）, 흐르다（流れる）, 이르
다（申す）, 기르다（飼う）, 마르다（乾く）, 바르다（塗る）, 자
르다（切る）, 오르다（上がる）, 모르다（知らない）, 고르다
（選ぶ）
形容詞: 게으르다（無精だ）,다르다（異なる）, 빠르다（早い）
不規則条件 어, 어서, 어라, ‐었‐などの文法形態の前
活用プロセス 부르+어→불ㄹ+어→불러   고르+어→  골ㄹ+었→ 골랐
⑤ ㄹ -不規則用言（L/∅ Irregular）
ㄹパッチムが一部の文法形態と結合する際、脱落することを意味する。ㄹ
パッチムで終わる用言は後にくる文法形態の初声が‘ㄴ,ㅅ,오,ㅂ,パッチムㄹ’
6）  「입다（着る）, 잡다（つかむ）, 접다（折る）, 씹다（かむ）, 업다（おんぶする）, 좁다（狭い）」
などは規則用言である。








動詞: 알다（知る）, 살다（暮らす）, 날다（飛ぶ）, 울다（泣く）, 
불다（吹く）, 놀다（遊ぶ）
形容詞: 달다（甘い）, 길다（長い）, 가늘다（細い）, 멀다（遠い）
不規則条件 ‘ㄴ,ㅅ,ㅂ,오, パッチムㄹ’の文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 알+는 → 아는       알+시오  → 아시오  알+ㅂ니다→ 압니다 






不規則条件 ‘어, 어서, 어라, 었’などの文法形態が後ろに来るとき




‐하다 : 운동하다（運動する）, 공부하다（勉強する） / 따뜻하다（暖かい）, 
시원하다（涼しい）
不規則条件 ‘어, 어서, 어라, 었’ などの文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 하+‘어, 었, 어라’→ 하여, 하였, 하여라




不規則条件 ‘어, 어서, 어라, 었’ などの文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 푸+‘어, 어서, 었다, 어라’→ 퍼, 퍼서, 펐다, 퍼라
⑨ 거라-不規則：‘가다, 자다, 일어나다, 자라다’に限定された不規則の活
用で、命令法‘‐어라’の前のみに使われており、次のように活用される。
該当用言 ‘가다（行く）, 자다（寝る）, 일어나다（起きる）, 자라다（育つ）’
不規則条件 ‘어라’の命令形の前のみ









不規則条件 나（私）에게（与格）  ‘어라’の命令形の前のみ
活用プロセス 주+‘어라’→ 달라








1 群語尾（子音で始まる語尾） -고, -지, -는, -게 など
2 群語尾（母音で始まる語尾） -아서/어서, -았/었/였- など











母音語幹  만나다（会う） → 만납시다（会いましょう）
  가다（行く） → 갑시다（行きましょう）
ㄹ語幹 +ㅂ시다 만들다（作る） → 만듭시다（作りましょう）
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  불다（吹く）→ 붑시다（吹きましょう）
子音語幹 +읍시다 받다（受け取る）→ 받읍시다（受け取りましょう）
  앉다（座る）→ 앉읍시다（座りましょう）
理由と前提動作の語尾　–아서/-어서（p.36、Ⅱ-5課）
陽語幹 ＋아서 보다 見る →보아서 → 봐서　見て
  달다 甘い → 달아서　甘くて
陰語幹 ＋어서 뛰다 跳ぶ → 뛰어서　跳んで







辞書形 잡다 입다 보다 주다
つかむ 着る 見る 与える
第Ⅰ語基 辞書形から –다を除いた形 잡- 입- 보- 주-
第Ⅱ語基 子音語幹には‒으をつけ、母音語
幹には何もつけない形















したがって、第Ⅰ語基, 第Ⅱ語基, 第Ⅲ語基を説明しながらも、子音語幹, 母音
語幹, 陽母音, 陰母音などの全てを説明しなければならない剰余的要素が介入され
ている。特に、過去先語末語尾の提示を調べてみると、懸隔な差異がみられる。
生越（2000） （p. 72, 12과）
用言の 過去形  陰陽系  用言語幹+았/었/였




陽語幹 보다（見る） 보+았+습니다/ 보았어요
陰語幹 먹다（食べる） 먹+었+습니다/ 먹었어요
参考： 하変則用言は変則的な形になるので注意すること
공부하다 → 공부했습니다/공부했어요
野間（2002） （p. 144, 20과）
Ⅲ‐ㅆ‐の活用 ［過去接尾辞］ 
Ⅰ） ‐ㅆ‐ Ⅱ） ‐ㅆ으‐ Ⅲ） ‐ㅆ어‐
接尾辞で文を終わらせることはできず、この接尾辞の後ろには必ず何らかの語尾をつけて
用いる：



















未来・意志形+겠（14課） ‐아/어 보다/ 주다/드
리다（Ⅱ-9課）
Ⅰ-는데요 , Ⅱ-ㄴ 데
요［婉曲］（23課）
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아/어/여 버리다（19課） 間接疑問（Ⅲ-8課） +ㄴ
가・+는가/나
+ㄹ게요（母・ㄹ語幹+）

























































形容詞の 現在 連体形 
語幹+ㄴ（母+）/은（子+） 
（14課）
未 来 連 体 形 때, 았을
/었을 때（Ⅱ-15課）
Ⅱ-ㄴ［過 去 完 成 連 体
形］（23課）




















+지만 （18課） 義務–아야/어야 하다
/되다/겠다（Ⅲ-7課）
+면서（母・ㄹ語 幹+）




譲 歩 –아 도/어 도（Ⅲ
-11課）
逆 接 の 語 尾　–는 데
/ㄴ 데（Ⅲ-13課）
非終結文法の機能素と関連して、生越は15個の項目を、油谷は初級11個、中


















規則活用に関しては、生越が「ㅅ, ㅂ, ㄷ, ㅎ, 르」の5つの不規則を初級段階
教材で紹介しており、油谷は初級段階で‘하’変則を提示し、「하여」で活用する







（2002：292－294）でよく表れている。チョ・ナンミンは、「하다, ㄹ, ㅂ, 르, 
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가다, 으, 오다, ㅎ, ㅅ, ㄷ, 러, 주다」などの12種類の不規則の用言の類型
において、一般の国語テキストで頻度が最も高い不規則の用言の類型は「하다, 
ㄹ, ㅂ, 르, 가다, 으, 오다, ㅎ」 順であると明らかにした。次は、チョ・ナ
ンミン（2002：295）が明らかにした韓国語教育用不規則用言の提示順番を再び整
理したものである。
하다 ㄹ ㅂ 르 가다 으 오다 ㅎ ㅅ ㄷ 러 주다
서울대 1-24 1-10 1-16 1-19
연세대 1-6 1-6 1-5 1-7 2-19 1-6 1-5
고대 1-17 1-18 2-1 1-16 2-14 2-4 2-9
경희대 초-10 중-2 중-2 중-2 초-18 중-2 중-2 중-2
この分析をよくみると、韓国で出版された韓国語の初級教材では「ㄹ, 으」を除










叙述補助素 17 11 13
非終結文法機能素 15 11 12
不規則用言 7 3 7
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